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　30周年を迎えた色麻平沢温泉「かっぱ
のゆ」では、ひな祭り仕様のかっぱがお出
迎えしています。暦の上では春になって
おりますが、まだまだ、寒い日が続いて
おりますので、この機会に温泉で温まっ
てみてはいかがでしょうか。

写真・文　提供／色麻町

町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21〜柴田町〜
緑豊かなガーデンシティの創造に向けて



左から伊勢美知留様、菅原真紀様、太田ゆき子様、船迫邦則様、
浅野喜高様、櫻井会長、齋副会長、相澤副会長

宮城県町村会のうごき

地
域
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
１
１
５
名
を
表
彰

　
自
治
功
労
者
表
彰

　

県
町
村
会
は
、
令
和
４
年
度
の
宮
城
県

町
村
会
自
治
功
労
者
１
１
５
名
を
決
定

し
、
２
月
14
日
に「
全
国
町
村
会
自
治
功

労
者
表
彰
伝
達
及
び
宮
城
県
町
村
会
自
治

功
労
者
表
彰
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
町
村
会
自
治
功
労
者
表
彰
は
、

町
村
職
員
等
と
し
て
職
務
に
励
ま
れ
地
方

自
治
の
発
展
や
、
地
域
の
振
興
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
顕
著
な
方
を
表
彰
し
、
そ
の
功

績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

櫻
井
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
は
じ
め

に
、
１
月
26
日
開
催
の
全
国
町
村
会
理
事

会
で
、
全
国
町
村
会
自
治
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
、
小
関
幸
一
七
ヶ
宿
町
長
、

相
澤
清
一
美
里
町
長
に
対
し
、
櫻
井
会
長

か
ら
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
伝
達
し
、
本

会
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
宮
城
県
町
村
会
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
た
１
１
５
名
を
代
表
し

て
、

浅
野
喜
高 

大
和
町
副
町
長

船
迫
邦
則 

柴
田
町
教
育
長

太
田
ゆ
き
子 

蔵
王
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課

長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
体
育
施

設
係
長

菅
原
真
紀 
大
郷
町
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

伊
勢
美
知
留 
美
里
町
防
災
管
財
課
課
長
補

佐
兼
消
防
交
通
防
犯
係
長

に
対
し
、
櫻
井
会
長
か
ら
表
彰
状
及
び
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
池
田
敬
之
宮
城
県

副
知
事
、
菊
池
修
一
宮
城
県
町
村
議
会
議

長
会
長
、
後
藤
和
隆
宮
城
県
総
務
部
市
町

村
課
長
が
出
席
さ
れ
、
池
田
副
知
事
と
菊

池
議
長
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

次
に
、
小
関
七
ヶ
宿
町
長
、
相
澤
美
里

町
長
か
ら
全
国
町
村
会
表
彰
受
賞
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
最
後
に
宮
城
県
町
村
会
表

彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
浅
野
大
和
町
副

町
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
厳
か
な
中

に
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
、
表
彰

式
は
閉
会
し
ま
し
た
。

副
町
長
・
教
育
長

●
副
町
長（
亘
理
町
）三
戸
部
貞
雄
、

（
大
和
町
） 

浅
野
喜
高

●
教
育
長（
柴
田
町
）船
迫
邦
則

医
師
・
一
般
職
員

●
医
師（
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
行

政
事
務
組
合
）黒
羽
根
郁
夫

●
一
般
職
員（
蔵
王
町
） 

佐
藤
広
美
、

太
田
ゆ
き
子
、
平
間
和
彦
、（
七
ヶ
宿

町
） 

髙
橋
慎
太
郎
、（
大
河
原
町
） 

菅

野
敦
子
、
小
野
宏
、
鈴
木
浩
、
佐
藤

義
則
、
佐
藤
芳
信
、
鈴
木
寛
洋
、（
村

田
町
） 

村
井
美
紀
、
岡
崎
宏
昭
、
内

海
正
英
、
佐
藤
碧
紀
、
佐
藤
麻
美
、

渡
辺
理
恵
、（
柴
田
町
） 

伊
藤
純
子
、

加
藤
恵
美
、
佐
藤
智
子
、
太
田
健

博
、
宮
武
靖
洋
、（
川
崎
町
） 

小
山
幸
、

木
村
芳
子
、
長
谷
川
大
、
佐
藤
伸
一

郎
、
村
上
透
、
佐
藤
太
郎
、
清
正
芳

朗
、
及
川
成
一
、（
丸
森
町
） 

石
川
淳

子
、
小
野
克
洋
、
椚
田
信
吉
、
小
林

厚
美
、（
亘
理
町
） 

佐
伯
宏
郁
、
鈴
木

秀
昭
、
久
保
昭
裕
、
平
塚
和
明
、
今

野
美
喜
、
砂
金
美
紀
、
星
野
素
子
、

石
井
利
幸
、
石
川
博
章
、（
山
元
町
） 

村
上
卓
、
引
地
信
夫
、
大
石
久
美
子
、

森
慎
一
郎
、（
松
島
町
） 

相
澤
光
治
、

田
瀬
高
広
、
大
宮
司
綾
、
大
久
保
哲

也
、
新
田
陽
、
渡
邊
恵
美
、（
七
ヶ
浜

町
） 

菅
野
久
美
、
佐
藤
篤
史
、
木
原

徹
、（
利
府
町
） 

安
江
佐
知
子
、
櫻
井

渉
、
村
田
晃
、
浅
野
智
寛
、
櫻
井
貴

徳
、
庄
司
正
博
、
及
川
直
利
、
赤
間

敦
子
、
佐
々
木
正
人
、（
大
和
町
） 

大

友
徹
、
藤
原
孝
義
、（
大
郷
町
） 

千
葉

真
弓
、
菅
原
真
紀
、（
大
衡
村
） 

早
坂

一
恵
、（
色
麻
町
） 

北
舘
清
喜
、
鎌
田

一
博
、
大
槻
清
章
、
佐
野
章
子
、
浅

野
葉
子
、（
加
美
町
） 

今
野
芳
恵
、
佐

藤
美
和
、
藤
原
み
ゆ
き
、
後
藤
久
美

子
、
中
山
芳
治
、
常
陸
修
、
早
坂
伸

家
、
高
橋
千
賀
子
、（
涌
谷
町
） 

香
川

千
代
子
、
髙
橋
孝
子
、
佐
々
木
竹
子
、

戸
澤
貴
志
、
錦
戸
志
津
江
、
木
村
香
、

福
山
宗
志
、
八
木
和
美
、
明
石
正
浩
、

広
瀬
明
博
、
小
関
靖
裕
、
白
戸
あ
ゆ

み
、（
美
里
町
） 

目
々
澤
浩
一
、三
浦
徳

夫
、
伊
勢
美
智
留
、
大
窪
里
美
、
櫻

井
紳
司
、
鈴
木
拓
郎
、
早
坂
晴
美
、

（
女
川
町
） 

髙
橋
義
晴
、
土
井
英
貴
、

（
南
三
陸
町
） 

及
川
陽
子
、星
和
加
子
、

阿
部
志
津
子
、（
黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
） 

齋
藤
明
、
瀬
戸
成
昭
、
髙
橋

潤
哉
、（
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
行
政

事
務
組
合
）今
野
明
美
、
鹿
野
礼
子

＊
掲
載
に
あ
た
り
敬
称
は
略
し
て
い
ま
す
。

受

賞

者



挨拶をする櫻井会長

第
３
回
町
村
長
会
議

　

２
月
14
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
町

村
長
会
議
を
開
催

　

２
月
14
日
県
自
治
会
館
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
第
３
回
町
村
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
県
町
村
会
給
与
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程
案
、
定
年
等
に
関
す

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
案
、
令

和
４
年
度
宮
城
県
町
村
会
一
般
会
計
の
補

正
予
算
案
、
令
和
５
年
度
宮
城
県
町
村
会

事
業
計
画
及
び
一
般
会
計
ほ
か
２
会
計
の

予
算
案
、
令
和
５
年
度
宮
城
県
町
村
会
年

間
行
事
予
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
法
令
外
負
担
金
適

正
化
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も

に
、
令
和
４
年
度
の
町
村
会
事
業
で
あ
る

町
村
広
告
掲
出
支
援
事
業
、
ポ
ス
タ
ー
広

告
等
町
村
Ｐ
Ｒ
事
業
の
実
績
報
告
、
町
村

地
域
活
性
化
促
進
助
成
金
の
申
請
内
容
、

令
和
７
年
度
本
県
開
催
予
定
の
第
48
回
全

国
育
樹
祭
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

 

市
町
村
職
員
採
用
試
験

　

令
和
５
年
１
月
22
日
、
県
自
治
会
館
な

ど
を
会
場
と
し
、
市
町
村
職
員
採
用
試
験

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
験
は
、
16
町
村
１
組
合
が
募

集
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
85
名
が
試
験
に
挑

み
ま
し
た
。

　

試
験
は
各
募
集
団
体
、
職
種
試
験
ご
と

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
村
会
日
誌

１
月

▼
11
日　

正
副
会
長
会
議（
宮
城
県
自
治

会
館
）

▼
18
日　

宮
城
県
水
産
林
政
部
と
宮
城

県
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
と
の
意
見
交
換
会（
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

▼
22
日　
市
町
村
職
員
採
用
試
験（
宮
城

県
自
治
会
館
）

▼
25
日　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会

長
会
議
、
国
と
町
村
の
道
路

政
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会

（
全
国
町
村
会
館
）櫻
井
会
長

出
席

▼
26
日　
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
全

	

国
自
治
協
会
理
事
会
、
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
理

事
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、

都
道
府
県
町
村
会
長
会
、
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

総
代
会（
全
国
町
村
会
館
）櫻

井
会
長
出
席

２
月

▼
14
日　

全
国
町
村
会
自
治
功
労
者
表

彰
伝
達
及
び
宮
城
県
町
村
会

自
治
功
労
者
表
彰
式
、
町
村

長
会
議（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
22
日　

全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会

（
全
国
町
村
会
館
）保
科
支
部

長
出
席
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任
期
満
了
に
伴
う
丸
森
町
長
選
が
12
月

13
日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
保
科
郷
雄
氏

が
無
投
票
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
町
民
の

皆
様
と
の
信
頼
関
係
が
一
番
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
多
く
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
充

実
や
教
育
環
境
の
整
備
、
地
域
産
業

の
振
興
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
、
町
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
定

住
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
み
た
い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る「
人
と
地
域
が
輝
き
豊
か
で
元

気
な
ま
ち
・
ま
る
も
り
」の
実
現
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

丸
森
町
長
　

　
保ほ
し

科な

　
郷く
に

雄お 

氏 ◉プロフィール
1950年　丸森町生まれ
2007年　丸森町議会議長
2009年　宮城県町村議会議長会会長
2011年　丸森町長（１期）
2015年　丸森町長（２期）
2019年　丸森町長（３期）
2023年　丸森町長（４期）

＊１月14日就任

ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

町
村
長
選
挙



町村通信

柴
田
町

柴田町都市計画マスタープラン・立地適正化計画

船岡城址公園の山頂から望む街並み

しばたの郷土館に展示されている	小室	達の作品
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❖
県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

緑
豊
か
なガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
の
創
造
に
向
け
て

　

柴
田
町
で
は
、
本
年
４
月
か
ら「
緑
豊

か
な
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
の
創
造
」を
目
指

す「
第
６
次
柴
田
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
基
本
目
標
の

一
つ
と
し
て
、「
歩
い
て
楽
し
い
緑
豊
か

な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
の
創
造
」を

掲
げ
ま
し
た
。「
柴
田
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計
画
」に
基

づ
き
、
都
市
が
縮
小
す
る
時
代
に
お
け

る
新
た
な
都
市
政
策
の
柱
と
な
る
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

の
都
市
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
な
る
の
が
、
国
の
都
市
構
造
再
編
集

中
支
援
事
業
を
活
用
し
た「
図
書
館
を
核

と
し
た
交
流
ゾ
ー
ン
整
備
に
よ
る
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
事
業
」で
す
。
新
し
い

図
書
館
の
建
設
、
歴
史
や
文
化
が
詰
ま
っ

た「
し
ば
た
の
郷
土
館
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
そ
し
て
、
船
岡
城
址
公
園
に「
み
ん

な
の
広
場
」を
一
体
的
に
整
備
す
る
計
画

と
な
り
ま
す
。
町
民
や
観
光
客
、
外
国

人
が
交
流
で
き
る
高
質
な
歩
行
空
間
や

公
園
等
の
拠
点
を
整
備
し
、
更
な
る
交

流
や
連
携
を
図
り
、
新
た
な
生
活
文
化

を
創
造
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
柴
田

町
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

共 済 事 業 ア レ コ レ

全国町村等職員任意共済保険
  ～退職となる加入者皆様へ～

　任意共済保険の加入者の方が退職される場合、退職継続加入へ移行する
ことができ、生命保険、医療保険ともに７５歳６ヶ月まで加入を続けるこ
とができます。また、現職の時と同様、剰余金の還付もございます。

◎退職加入者への移行手続
　団体の担当者を通じ「退職者継続加入通知書兼預金口座振替依頼書」をご
提出ください。
　移行は、来年の１月１日からとなります。そのため本年は、現在の契約
を継続する必要がありますので、退職日翌月から12月までの掛金を一括
前払いしていただくことになります。

◎退職加入者移行後の手続き
　退職者ご本人様と日本生命事務代行会社との直接手続きになります。
　１　更新手続書類	：	自宅へ直接送付（毎年１０月初旬頃）
　　　※保険料は年払で、毎年１月下旬に口座引落となります。
　２　加入者証	：	自宅へ直接送付（毎年２月頃）
　３　控除証明書	：	自宅へ直接送付（１０月下旬頃）
　４　住所変更、保険金（給付金）の請求など、事務手続きに関しては、
　　　専用のコールセンターに直接連絡となります。

　詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご連絡ください。
宮城県町村会事業推進課
０２２－２２１－９２０３

町村会の予定

 ３月　　
　　
22日　宮城県市町村非常勤消防団員
　　　	補償報償組合議会

 ４月
	
13日～14日　町村新規採用職員研修会

（１班）
18日～19日　町村新規採用職員研修会

（２班）
19日　　　　		正副会長会議
20日～21日　町村新規採用職員研修会

（３班）

＊新型コロナウイルス感染予防のため、
　日程が変更になることがあります。


